




























































































































































































































































和 27 年に亡くなった。紫垣よりは 15 歳も年長である。「通った塾も定かではないが、城下の
三歳年上の石光真清と極めて親しかったことから類推すると、阿部野も平川塾に学んだのでは
































































































































































































































































































































































『熊本短期大学・商科大学 40 年史』昭和 58 年
『近代熊本の巨人』徳永洋、平成 24 年
『大凡荘　夜話』紫垣隆、昭和 38 年
『保田與重郎のくらし―京都・身余堂の四季』、新学社、平成 19 年
『喜寿　紫垣隆翁』昭和 36 年
『林市蔵　民生委員の父』平瀬努、潮書房光人社、平成 26 年
『熊本県人物誌』荒木精之、日本談義社、昭和 34 年
『言葉のゆりかご』井上智重、熊日出版、平成 27 年
『城下の人』石光真清、石光真人編、中公文庫、昭和 53 年
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